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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

（注）平成26年3月期第2四半期の四半期純利益の対前年同四半期増減率は、1,000％を超えるため、「―」と記載しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 715,734 0.9 22,411 △6.6 25,309 △6.3 15,154 1.9
26年3月期第2四半期 709,625 △1.5 24,003 106.7 27,021 84.1 14,866 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 19,869百万円 （△49.9％） 26年3月期第2四半期 39,627百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 23.54 23.32
26年3月期第2四半期 23.09 23.02

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 1,585,310 988,854 59.6
26年3月期 1,574,753 976,386 59.2
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 945,414百万円 26年3月期 932,329百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 16.00 ― 16.00 32.00
27年3月期 ― 16.00
27年3月期（予想） ― 16.00 32.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,500,000 3.6 52,000 3.8 54,000 1.3 26,000 1.4 40.38



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項 （１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご参照ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において想定できる経済情勢、市場の動向などを前提として作成したもの
であり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想に関する事項は、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1社 （社名）
DNP Photomask Technology Taiwan 
Co.,Ltd.

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 700,480,693 株 26年3月期 700,480,693 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 56,611,815 株 26年3月期 56,586,830 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 643,884,365 株 26年3月期2Q 643,972,337 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の一連の経済政策の効果により雇用情勢や

企業収益が改善するなど、緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、消費税率引き上げにとも

なう駆け込み需要の反動や天候不順の影響、新興国をはじめとする海外経済の減速などの影響もあ

り、本格的な景気回復には至りませんでした。 

印刷業界においては、需要の伸び悩みや競争激化による受注単価の下落に加え、原材料価格の上昇

もあり、引き続き厳しい経営環境にありました。 

このような状況のなか、ＤＮＰグループ（以下ＤＮＰ）は、事業ビジョン「Ｐ＆Ｉソリューショ

ン」に基づき、「未来のあたりまえを作る。」ことを目指して、生活者の視点やソーシャル、グロー

バルな視点に立って、積極的な事業展開に取り組んでいます。 

当期においては、顧客サービスの向上、ソリューション提案の充実、生産の効率化などを目的とし

て、７月に全国的な組織再編を実施しました。商業印刷やビジネスフォーム事業については、営業・

企画・製造の全国の組織を統合し、また、すでに生産体制を全国で統一している包装事業について

は、営業・企画の組織を統合して全国を統括する体制としました。今後も、収益基盤を一層強化すべ

く国内外の事業体制の再編を進め、業績確保に努めてまいります。 

その結果、当第２四半期連結累計期間のＤＮＰの連結売上高は７,１５７億円（前年同期比０.９％

増）、連結営業利益は２２４億円（前年同期比６.６％減）、連結経常利益は２５３億円（前年同期

比６.３％減）、連結四半期純利益は１５１億円（前年同期比１.９％増）となりました。 

  

部門別の状況については、以下のとおりです。 

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分方法を変更しており、当第２四半期連

結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。 

  

【印刷事業】 

・情報コミュニケーション部門 

出版印刷関連は、書籍を中心に積極的な営業を展開しましたが、出版市場の低迷が続くなか、書

籍、雑誌とも前年を下回りました。 

商業印刷関連は、チラシ、カタログなど印刷物が全般的に減少し、前年を下回りました。 

ビジネスフォーム関連は、金融機関や電子マネー向けのＩＣカードが増加しましたが、

パーソナルメールなどのデータ入力から印刷・発送までの業務を行うＩＰＳ（Information 

Processing Services）が減少し、前年を下回りました。 

教育・出版流通事業は、書店の店頭販売とネット通販、電子書籍販売サービスを連携させたハイ

ブリッド型総合書店「ｈｏｎｔｏ」の事業拡大に努めました。また、図書館サポート事業や出版事

業などが順調に推移したこともあり、前年を上回りました。 

その結果、部門全体の売上高は３,４２９億円（前年同期比０.１％増）、営業利益は３２億円

（前年同期比４２.１％減）となりました。 

  

・生活・産業部門 

包装関連は、紙のパッケージは前年を下回りましたが、プラスチックフィルムパッケージが堅調

に推移したほか、ペットボトル用無菌充填システムの販売が増加し、前年を上回りました。 

住空間マテリアル関連は、駆け込み需要の反動により国内住宅着工戸数が減少する厳しい環境の

なか、ＤＮＰ独自のＥＢ（Electron Beam）コーティング技術を活かした環境配慮製品などは堅調

に推移し、前年を上回りました。 
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産業資材関連は、リチウムイオン電池用ソフトパックは減少しましたが、写真プリント用の昇華

型熱転写記録材（カラーインクリボンと受像紙）などが増加し、前年を上回りました。 

その結果、部門全体の売上高は２,３１５億円（前年同期比２.５％増）、営業利益は１１２億円

（前年同期比１７.２％増）となりました。 

  

・エレクトロニクス部門 

液晶カラーフィルターは、スマートフォンやタブレット端末向けなどの中小型品は堅調に推移し

ましたが、大型テレビやパソコン向けが減少し、前年を下回りました。 

半導体製品用フォトマスクは、国内向けが伸び悩んだものの、堅調な海外需要を取り込んだ結

果、前年を上回りました。 

光学フィルム関連は、偏光板向け製品は増加しましたが、その他の用途では減少し、全体として

は前年を下回りました。 

その結果、部門全体の売上高は１,１６５億円（前年同期比２.０％減）、営業利益は１２４億円

（前年同期比６.１％減）となりました。 

  

【清涼飲料事業】 

・清涼飲料部門 

清涼飲料業界において、シェア争いによる厳しい市場環境が続くなか、新商品投入によるシェア

の拡大や新規顧客の獲得などに取り組みました。 

その結果、主力商品の「コカ・コーラ」と軽量ペットボトルを使ったミネラルウォーター「い・

ろ・は・す」やスポーツ飲料が増加し、部門全体の売上高は２７４億円（前年同期比６.７％

増）、営業利益は５千万円（前年同期比６０.３％増）となりました。 
  

  
（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の資産、負債、純資産については、総資産は、投資有価証券の増加な

どにより、前連結会計年度末に比べ１０５億円増加し、１兆５,８５３億円となりました。 

負債は、短期借入金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ１９億円減少し、５,９６４億円

となりました。 

純資産は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ

１２４億円増加し、９,８８８億円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の５９.２％から５９.６％となりました。 
  

当第２四半期連結累計期間の連結キャッシュ・フローについては、営業活動によって得られた資金

は、税金等調整前四半期純利益２３４億円、減価償却費３２８億円などにより４８２億円となりまし

た。 

投資活動に使用された資金は、有形固定資産の取得による支出２６４億円などにより２１２億円と

なり、また、財務活動に使用された資金は、配当金の支払額１０５億円、借入金の減少８２億円など

により２１８億円となりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は２,０２６億円となり、前連結会

計年度末に比べ２８億円の増加となりました。 
  

  
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成２７年３月期の業績見通しにつきましては、平成２６年５月１３日に公表いたしました業績予

想に変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

第１四半期連結会計期間において、当社の特定子会社であったDNP Photomask Technology Taiwan 

Co.,Ltd.(以下「ＤＰＴＴ」)を、Photronics,Inc.の子会社であるPhotronics Semiconductor Mask 

Corp.(Photronics DNP Mask Corporationに商号変更。以下「ＰＤＭＣ」)に吸収合併させました。 

本合併によりＤＰＴＴは消滅したため連結の範囲から除外し、ＰＤＭＣを持分法適用の範囲に含め

ております。 

  

  
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第２６号 平成２４年５月１７日。以下「退職給付会

計基準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第２５号

平成２４年５月１７日。以下「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第３５項本文及

び退職給付適用指針第６７項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用してお

ります。 

これに伴い、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期

間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を、割引率決定の基礎となる債券の期間

について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から主として退職給付の支

払見込期間ごとに設定した複数の割引率を使用する方法へ変更しました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第３７項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う

影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が２,３９２百万円、退職給付

に係る資産が９,１９０百万円それぞれ増加し、利益剰余金が４,０００百万円増加しております。 

また、当第２四半期連結累計期間の営業利益が７８３百万円増加し、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益はそれぞれ７９８百万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 203,212 202,657 

    受取手形及び売掛金 356,981 349,734 

    商品及び製品 91,681 97,942 

    仕掛品 28,509 30,978 

    原材料及び貯蔵品 19,464 21,092 

    その他 35,996 31,267 

    貸倒引当金 △2,791 △1,612 

    流動資産合計 733,054 732,061 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 195,326 186,788 

      機械装置及び運搬具（純額） 118,903 103,685 

      土地 153,159 153,412 

      建設仮勘定 27,577 30,199 

      その他（純額） 33,571 31,594 

      有形固定資産合計 528,538 505,680 

    無形固定資産     

      その他 31,751 31,047 

      無形固定資産合計 31,751 31,047 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 217,059 240,613 

      その他 70,198 83,140 

      貸倒引当金 △5,848 △7,233 

      投資その他の資産合計 281,409 316,520 

    固定資産合計 841,699 853,248 

  資産合計 1,574,753 1,585,310 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 249,604 252,929 

    短期借入金 48,961 42,989 

    賞与引当金 17,310 16,966 

    その他 102,544 101,109 

    流動負債合計 418,422 413,995 

  固定負債     

    社債 101,800 103,375 

    長期借入金 17,505 15,901 

    退職給付に係る負債 29,550 32,497 

    その他 31,089 30,687 

    固定負債合計 179,945 182,461 

  負債合計 598,367 596,456 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 114,464 114,464 

    資本剰余金 144,898 144,898 

    利益剰余金 727,070 735,861 

    自己株式 △94,322 △94,348 

    株主資本合計 892,110 900,876 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 34,597 41,128 

    繰延ヘッジ損益 3 △2 

    為替換算調整勘定 144 △1,768 

    退職給付に係る調整累計額 5,473 5,180 

    その他の包括利益累計額合計 40,218 44,538 

  新株予約権 16 16 

  少数株主持分 44,040 43,423 

  純資産合計 976,386 988,854 

負債純資産合計 1,574,753 1,585,310 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 709,625 715,734 

売上原価 574,853 578,890 

売上総利益 134,771 136,843 

販売費及び一般管理費 110,768 114,432 

営業利益 24,003 22,411 

営業外収益     

  受取利息及び配当金 2,467 2,824 

  持分法による投資利益 611 721 

  その他 3,808 2,956 

  営業外収益合計 6,887 6,503 

営業外費用     

  支払利息 1,672 1,193 

  その他 2,197 2,410 

  営業外費用合計 3,869 3,604 

経常利益 27,021 25,309 

特別利益     

  固定資産売却益 646 206 

  投資有価証券売却益 104 3,946 

  受取補償金 177 - 

  その他 - 1 

  特別利益合計 927 4,154 

特別損失     

  固定資産除売却損 1,934 943 

  投資有価証券評価損 154 24 

  事業統合損失 - 4,342 

  その他 370 715 

  特別損失合計 2,458 6,026 

税金等調整前四半期純利益 25,490 23,437 

法人税、住民税及び事業税 6,909 6,742 

法人税等調整額 2,735 879 

法人税等合計 9,645 7,622 

少数株主損益調整前四半期純利益 15,844 15,815 

少数株主利益 978 661 

四半期純利益 14,866 15,154 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 15,844 15,815 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 14,288 6,506 

  繰延ヘッジ損益 △1 6 

  為替換算調整勘定 9,126 △2,075 

  退職給付に係る調整額 - △1,443 

  持分法適用会社に対する持分相当額 369 1,060 

  その他の包括利益合計 23,782 4,053 

四半期包括利益 39,627 19,869 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 37,846 19,474 

  少数株主に係る四半期包括利益 1,781 395 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 25,490 23,437 

  減価償却費 36,409 32,882 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △428 275 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,904 - 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △7,115 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △121 

  持分法による投資損益（△は益） △611 △721 

  のれん償却額 1,407 1,057 

  受取利息及び受取配当金 △2,467 △2,824 

  支払利息 1,672 1,193 

  投資有価証券売却損益（△は益） △100 △3,910 

  投資有価証券評価損益（△は益） 154 35 

  固定資産除売却損益（△は益） 1,301 757 

  売上債権の増減額（△は増加） 29,272 2,134 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △2,246 △10,106 

  仕入債務の増減額（△は減少） △15,163 3,101 

  その他 2,142 15,671 

  小計 71,926 55,745 

  特別退職金の支払額 △219 △153 

  法人税等の支払額 △6,845 △7,337 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 64,862 48,254 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の純増減額（△は増加） △1,617 387 

  有形固定資産の取得による支出 △25,690 △26,450 

  有形固定資産の売却による収入 4,157 2,976 

  投資有価証券の取得による支出 △6,024 △1,605 

  投資有価証券の売却による収入 467 6,863 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出 

- △248 

  利息及び配当金の受取額 3,220 3,250 

  その他 △3,858 △6,393 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △29,345 △21,219 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △817 △5,873 

  長期借入れによる収入 3,010 3,652 

  長期借入金の返済による支出 △3,537 △6,059 

  社債の発行による収入 - 1,963 

  社債の償還による支出 △50,380 △425 

  自己株式の取得による支出 △37 △27 

  子会社の自己株式の取得による支出 △0 △0 

  利息の支払額 △1,707 △1,190 

  配当金の支払額 △10,311 △10,311 

  少数株主への配当金の支払額 △352 △276 

  その他 △4,094 △3,339 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △68,230 △21,887 
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                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,585 △1,114 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,127 4,033 

現金及び現金同等物の期首残高 212,062 199,813 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少） 

- 64 

連結子会社の合併による現金及び現金同等物
の増減額（△は減少） 

- △1,274 

現金及び現金同等物の四半期末残高 182,935 202,636 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成２５年４月１日 至 平成２５年９月３０日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

(注) １．セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない基礎研究並びに各セグメント共有の研究に係る費

用です。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成２６年４月１日 至 平成２６年９月３０日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

(注) １．セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない基礎研究並びに各セグメント共有の研究に係る費

用です。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 

  

報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

情報コミュニ

ケーション 
生活・産業 

エレクトロ 

ニクス 
清涼飲料 合 計 

売上高               

  外部顧客への売上高 339,525 225,489 118,912 25,697 709,625 ― 709,625 

  セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
2,929 387 0 1 3,318 △3,318 ― 

計 342,455 225,876 118,912 25,698 712,944 △3,318 709,625 

セグメント利益 5,658 9,561 13,296 33 28,550 △4,547 24,003 
 

  

報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

情報コミュニ

ケーション 
生活・産業 

エレクトロ 

ニクス 
清涼飲料 合 計 

売上高               

  外部顧客への売上高 340,587 231,202 116,513 27,430 715,734 ― 715,734 

  セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
2,358 385 7 2 2,754 △2,754 ― 

計 342,946 231,588 116,520 27,433 718,488 △2,754 715,734 

セグメント利益 3,276 11,210 12,479 53 27,019 △4,608 22,411 
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

(１) 報告セグメントの区分方法の変更 

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分方法を変更しております。 

これは、平成２６年４月に、ディスプレイ製品や半導体用フォトマスクなどを担当する事業部

と、液晶ディスプレイ用表面フィルムなどの光学フィルムを担当する事業部を統合したことに伴う

ものであり、従来「生活・産業部門」に含めていた光学フィルム関連事業を、「エレクトロニクス

部門」に含める方法に変更しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成し

たものを記載しております。 

  

  
(２)「退職給付に関する会計基準」等の適用 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更

しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「情報コミュニケーション

部門」のセグメント利益が３６９百万円増加し、「生活・産業部門」のセグメント利益が１８７百

万円増加し、「エレクトロニクス部門」のセグメント利益が１０８百万円増加し、「清涼飲料部

門」のセグメント利益が７０百万円増加しております。 

  

  
以    上

  

 

大日本印刷㈱（7912）　平成27年３月期　第２四半期決算短信

- 12 -


	平成27年３月期　第２ 四半期決算短信
	サマリー情報
	添付資料の目次
	１．当四半期決算に関する定性的情報
	（１）経営成績に関する説明
	（２）財政状態に関する説明
	（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

	２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
	（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
	（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

	３．四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
	四半期連結損益計算書
	四半期連結包括利益計算書

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項
	継続企業の前提に関する注記
	株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
	セグメント情報等






